
10年という節目の年を迎え、今年度はアカデミック・ライティ
ングの第一人者、早稲田大学の佐渡島紗織先生をお招きして基
調講演をいただき、パネルディスカッションを行います。
指導敎授が直接學生のために論文の書き方のABCから手を取つて敎へな
ければならない事が每年續く。これでは敎授の方が全くやり切れない。*

1930 年に九州帝国大学のある先生の述べた言葉です。
修士課程、博士後期課程とも、多数の修了者を送り出してきた本研究科ではあ
りますが、私たちもこの 10年間、教員も院生もアカデミック・ライティング
で苦労してきました。
基調講演に続き、本研究科の教員、修了生、在籍院生を交えて、学術的な文章
の書き方についてディスカッションを行います。
*大島廣 (1930)「新著紹介 田中義麿著『科學論文の書き方』」『動物学雑誌』42 (497), 126.

法政大学
市ケ谷キャンパス
外濠校舎 S306
Zoomにて同時配信
（会場参加は先着 100名様まで）

11月26日(土 )

14 :00~17 :00

政策系社会人大学院 
公共政策研究科は
10周年を迎えました。

14:00～14:30 開会挨拶
14:30～15:30 基調講演　　　　　　　
15:30～15:45 休憩
15:45～17:00 パネルディスカッション

開会挨拶
　公共政策研究科長　名和田 是彦
　法政大学総長　廣瀬 克哉　
　公共政策研究科サステイナビリティ学専攻教授　渡邊 誠

基調講演「大学院におけるライティング教育の意義」　
　佐渡島 紗織 氏（早稲田大学国際学術院教授、
　　早稲田大学グローバルエデュケーションセンター、
　　アカデミック・ライティング教育部門長）

パネルディスカッション
　パネリスト
　　金藤 正直（公共政策研究科教授）
　　西谷内 博美（公共政策研究科兼任講師、
　　　政策科学研究科博士後期課程 2012年 9月修了）
　　伊藤 哲也（公共政策研究科博士後期課程 2022年 3月修了）
　　田中 典子（公共政策研究科博士後期課程在学中）
　コメンテーター　
　　佐渡島 紗織 氏（早稲田大学国際学術院教授）
　コーディネーター　
　　渕元 初姫（公共政策研究科教授）

定員になり次第、受付を終了致しますのでご了承ください

問い合わせ先  主催：公共政策研究科　
TEL: 03-5228-0550  E メール : i.hgs@ml.hosei.ac.jp ( 法政大学大学院課 ) 

お申し込み期間：2022年 11月 1日 ( 火 )～16日 ( 水 )
お申し込み方法：下記URLまたは二次元バーコードより
https://forms.gle/6VGuMrzMEfcrv7j89

【お申し込みフォームへ】注意事項：受付にて検温し、37.5 度以上の発熱のある方は入場をご遠慮いただきます。
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